
Date 2017:

報告書改訂のお知らせ

謹啓 時下益々こ清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なこ愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

この度、検査提携先 (味の素株式会社 )よ り、AICSo(アミノインデックス oがんリスク
スクリーニング)報告書改訂の連絡がありましたのでこ案内申し上げます。

何卒宣しくこ了承の程、お願い申し上げます。

謹白

●男性AICS(5種 )

●女性AICS(6種 )

(依頼コードNo.13034)

(依頼コァドNol13035)

変 更 日 2017年 12月 1日 (金)報告分より

裏面に続きます

株鵡社第一岸本臨床検査センリー
本し幌本社 :〒 0070867札幌市東区伏古七条三丁目5番 10号 な(011)787 211l FAX(011)7872191
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【報告書の改訂点】

従来版では、「全てのがんの有病率 (約 1/1000)を 1とした場合のtがんである可能性」を表して
いたのに対し、改訂版では「各種がんの罹患率を 1とした場合の、がんである可能性」に変更する

ことで、がん種に即したより正確な説明ができるようになります。

①ランク別に示した 10,000人中のがんである可能性の人数、および注釈の文言を変更し
ます。(表面)

②解説の文言、および表中の数値を変更します。(裏面)

③表中に罹患率を表示します。(裏面)

【従来】
■がんである可能性
低いく口■■■国隕餃鰺幹

ランクBの人
10,000人 のうち

13人～盆1
※各ランク内において人数の幅があるのは A CSoで は部位によつてがんである可能性が異なるためで魂

※一般的に 10,000人に約10人が、がんであると言われています。

【栞斤】
■がんである可能性
低いく陶■□園圏饉晰烙き

ランクBの人
10,000人 のうち

3人～盆5ズ
※各ランク内において人数の幅があるのは、A CSOで は部位によつてがんである可能性が異なるためで魂

がんである可能性

がんである可能性

【未斤】

0各ランクでのがんである可能性【倍率l

【従来】

●各ランクでの゛ヽである可能性 【倍率】 低い(■□目餞鐵=|  がんである可能性  
構爾ロロ■■〉高い

―段の方が、がんである確率 (有病率)を 10.000人 に10人(171000)と した場合の、がんである可能性

低いくロロロ鐵響■| がんである可能性 |― 高い

上の表は がんrgご とに、がんであるおよその確率をランク別に示したものです。一般的に 10000人に
約10人 (約 01%)が がんであると言われています。例えばA CS(胃 )では、冑がんの有病率 (一般の方が、
胃がんである確率)を 10000人 に10人とした場合に ランクAで は3200人に1人が ランクBでは625人
に1人が ランクCで は98人 に1人が 胃がんであることを示しています。

1 1内 よ一般の方の有病率を1とした場合の がんである倍率を示しています。

上の表よ がん種ごとに 現在がんであるおよその確率をランク別に示したものです。例えばA CS(胃 )では、

ランクAでは3088人 に1人が ランクBでは603人 に1人が、ランクCでは95人に1人が 胃がんであることを

【 】内は各種がんの罹患率を1とした場合の、がんである倍率を示しています。

:艤晰骰囲■■■■■■>高い
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